
天龍小学校だより 令和3年3月17日

№4

天龍小学校

「好晴君、瑛翔君、朋哉君

ご卒業おめでとうございます」

桜の便りが例年より少し早く聞こえてきました。校門脇のソメイヨシノのつぼみに赤みが差し、開花の時

を待っているかのように見えます。新型コロナウイルスの“襲来”で、まさかの臨時休校から始まった令和

２年度でしたが、本校においては保護者の皆様、地域の皆様のご協力により、皆つつがなく過ごすことがで

きましたことに感謝の気持ちで一杯です。

さて、学校生活の様々な場面ではなはだもって迷惑な‘コロナ’ではありますが、私は平常では気づかな

いことに気づかせてくれた面もあるのではないかと思っています。当初、実施することがなかなか難しいと

された行事や学習活動ですが、子どもにとって大切なことは何かを先生方が真剣に考え、どうすれば実施可

能か考えを巡らせ、ほとんどの教育活動は実施することができました。「工夫すること」「皆で知恵を出し合

うこと」「協力すること」の大切さに気づかせてくれました。そのことを念頭に行動していくことでほとん

どのことが可能になることが分かりやる気が出てきました。

そのような今年度、本日卒業した６年生は１年間児童会を牽引し、本当によく頑張ってくれました。全校

児童が仲良く、休み時間には１年生から６年生までが一堂に会して大いに楽しむ姿は６年生が作り上げてく

れたものだと思っています。児童会スローガン「思いやり だれにもやさしい 天龍小」の心を受け継いで

在校生も頑張っていきたいものです。「ご卒業、おめでとうございます。」

祝 ご卒業

本年度をもって本校を去る先生方

１年担任 細田 愛先生 （在籍11年） 飯田市立千栄小学校へ

１年担任 下平拓也先生 （在籍５年） 茅野市立豊平小学校へ

栄養教諭 山口真知先生 （在籍４年） 富士見町立富士見中学校へ

養護教諭 熊谷佳織先生 （在籍３年） 阿智村立阿智中学校へ

校 長 宮島 豊 （在籍３年） 定年退職 阿智村子育て支援室へ

お世話になりました・・・

５年生が中心に進めてくれた６年生を送る会にて…最後の集合写真
「だるまさんが転んだ！」

コロナに負

けるな！

休み時間は

校庭で全校

サッカー

１年生も

心のこも

った発表

をしてく

れました



終業式 校長講話より「節目」（一部省略）

ただ今は、五年生から今年度社会科で学習したことの分かりやすい発表を聞かせて
もらいました。すごかったことは、社会科の資料を見て、ただそのまま写したもので
はなく、学習してみて自分が分かったこと、知ることができたこと、考えたことなど
を交えて発表できていたこと。心から社会の授業が楽しく、新たに知ることの良さに
気づくことができているな。と感じました。これからもこんな学習ができるようにな
っていくといいですね。年度のまとめとして、そして来年度につながる、大切な発表
だったと思いました。
それでは、他の人にも今この場で今年度を振り返ってもらいます。
考え方をいいます。
まず、今年1年…、最近の自分でもいいです。自分の学校生活を思い出し、よかった

なあ、頑張ったなあと思えることを思い出して下さい。
次に、ちょっと頑張りが足りなかったかな、もう少し頑張ればよかったなと思うこ

とを考えて下さい。
よかったことと、頑張ればよかったなと思うことの両方を考えて、来年度自分が頑

張ろう、挑戦してみよう、と思うことを心に思い浮かべて下さい。
始め。

・・・・・・・・・・中略（じっと黙想する子）・・・・・・・・・
さて、ここにあるのは「竹」です。1年生は昨年度この場にいませんでしたので分か

らないと思いますが、2年生以上の皆さんには、昨年度の2学期末の終業式でお話しし
ましたのでピンとくるかと思います。この「竹」を見て私が何の話をしたか思い出せ
る人はいますか？

そうです（それは）、「節目」（紙）です。竹は、この節目があるから強い風にも重た
い雪にも負けないより強固な体になります。更に節目が多ければ多いほどより強靱な
体になります。人も同じことがいえます。節目を多く重ねることはよりたくさんの経
験をし、幾度も自分自身を振り返り、考え、次に自分は何を頑張ればよいか、何をで
きるようにすればよいか考えながら、節目の時を自分のためになる過ごし方にできま
す。まさに1年の中でも最も大きな節目である学年末を迎えました。ただ、目に見えて
大きな変化がある訳ではありません。1年生が2年生に上がることは１が２になるだけ、
小学校が中学校になるのは小が中に変わるだけですね。ただ漫然と過ごしていると、1
年の内で最も大切な節目がただ1字変わっただけのものになってしまいます。この節目
に今の自分をしっかり振り返り、次に自分はどうすればよいか、何を頑張ろうかじっ
くり考えて過ごす
機会にしてほしい
と思います。節目
を上手に過ごす人
は体だけでなく、
心も確実に大きく
成長していきます。

新しい年度、令
和3年度が素晴らし
い、充実したスタ
ートが切れるよう、
今から先を見て過

ごしていきましょ
う。以上で終わり
ます。


